
（3）	 令和5年(2023年)1月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第763号
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
東
京
都
新
宿
支
部

第
二
十
一
回
善
行
会
杯

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
③

優
勝
決
定
戦

支
部
長
　
前
田
　
哲
也

令
和
四
年
十
月
十
五
日
に

新
宿
区
内
の
グ
ラ
ン
ド
に
て

二
ヶ
月
間
の
戦
い
の
最
終
日
。

こ
の
日
は
決
勝
戦
を
含
め
八

試
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
の
試
合
は

人
工
芝
と
ナ
イ
タ
ー
照
明
の

中
行
わ
れ
、
第
二
十
一
回
大

会
に
も
配
慮
さ
れ
た
日
に
な

り
ま
し
た
。
永
年
開
催
し
て

い
る
善
行
会
杯
は
大
型
大
会

に
な
り
出
場
チ
ー
ム
は
合
計

三
十
五
チ
ー
ム
に
、
選
手
や

両
親
・
コ
ー
チ
関
係
者
を
合

わ
せ
る
と
千
三
百
名
が
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
え
、
規
制

が
緩
和
し
て
き
た
今
期
は
両

親
と
祖
父
母
の
見
学
も
可
能

に
な
り
、
子
供
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
自
然
の
声

援
に
心
熱
く
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
三
百
名
以
上

が
集
ま
り
善
行
会
杯
の
人
気

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　　
大
分
県
大
分
支
部

全
国
交
通
安
全
運
動

へ
の
参
加

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
四
年
九
月
二
十
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
分
支

部
は
九
月
二
十
九
日
十
四
時

か
ら
市
中
心
部
の
昭
和
通
り

交
差
点
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
分
支
部
設
立

十
五
周
年
記
念
を
迎
え
九
月

二
十
五
日
に
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
式
典
に
併
せ

て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
大
き
な
行
事
が

終
了
し
た
後
で
、
皆
さ
ん
疲

労
の
中
、
交
通
安
全
運
動
へ

の
参
加
者
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
二
十
名
の
多
く
の
会

員
の
皆
様
が
ご
参
加
下
さ
い

ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
く
感

謝
で
す
。

大
分
中
央
警
察
署
よ
り
二

名
の
警
察
官
の
方
が
応
援

に
参
加
し
て
く
れ
、
総
勢

二
十
二
名
で
し
た
。

ハ
ッ
ピ
姿
の
交
通
安
全
、

一
般
市
民
に
も
好
評
の
様
で

警
察
の
窓
口
や
電
話
で
褒
め

ら
れ
た
と
の
事
、
警
察
官
の

方
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し

た
。今

回
も
十
四
時
か
ら
の
活

動
で
す
が
、
私
達
が
十
三
時

に
来
た
時
に
は
、
も
う
数
人

の
方
達
が
来
て
用
意
を
し
て

い
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
バ
ス

で
来
た
人
達
、
様
々
で
す
。

本
当
に
感
謝
で
す
。

さ
て
、
活
動
開
始
、
松
井

九
州
の
西
の
果
て
、
佐
賀

県
唐
津
市
の
鎮
西
町
名
護
屋

に
は
四
三
〇
年
前
に
、
時
の

天
下
人
「
太
閤
秀
吉
」
の
野

望
「
唐
入
り
」
の
前
線
基
地

と
し
て
巨
大
な
名
護
屋
城
が

築
城
さ
れ
た
。
天
下
人
「
秀

吉
」
の
命
に
よ
り
全
国
か
ら

大
名
ら
が
馳
せ
参
じ
た
。
貧

し
い
農
山
村
で
あ
っ
た
名
護

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

佐
賀
県
唐
津
支
部

秀
吉
の
野
望
と
露
の
後

佐賀県立名護屋城博物館　黄金の茶室

屋
に
は
、
全
国
か
ら
軍
勢
が

次
々
と
集
ま
り
、
そ
の
数
な

ん
と
二
十
五
万
人
に
膨
れ

上
っ
た
。
名
護
屋
城
の
築
城

に
当
っ
た
の
が
九
州
の
大
名

ら
で
あ
る
。
黒
田
官
兵
衛
が

縄
張
り
を
決
め
、
加
藤
清
正

や
鍋
島
直
茂
ら
が
築
城
を
受

け
持
っ
た
。

戦
国
大
名
ら
は
、
海
路
や

陸
路
を
使
い
、
兵
隊
や
武
具
、

馬
や
食
料
に
至
る
ま
で
全
て

自
分
の
領
地
か
ら
運
び
込
ん

だ
。
名
護
屋
城
の
近
く
に
は
、

数
多
く
の
陣
屋
が
築
か
れ

て
、
朝
鮮
に
渡
海
す
る
日
を

ま
ち
か
ね
て
い
た
。
名
護
屋

の
沿
岸
に
は
、
魚
介
類
が
豊

富
で
海
士
に
よ
る
漁
業
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。
天
下
人
太
閣

秀
吉
に
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
を

贈
り
物
に
し
た
地
元
漁
師
に

は
、
太
閤
秀
吉
か
ら
永
久
に

そ
の
漁
業
権
を
認
め
る
朱
印

状
が
出
さ
れ
た
と
言
う
。
渡

海
の
時
が
来
る
ま
で
は
「
能
」

「
茶
の
湯
」
が
盛
ん
に
城
内
で

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
日
本

の
歴
史
の
大
事
な
一
ペ
ー
ジ

が
こ
の
名
護
屋
城
で
七
年
間

も
の
間
行
わ
れ
た
事
実
。
い

わ
ば
国
会
議
事
堂
で
も
あ
っ

た
名
護
屋
城
。
こ
の
偉
大
な

る
歴
史
の
証
人
で
あ
る
城
を

全
国
の
方
々
に
公
開
す
る
為

に
、
佐
賀
県
は
「
黄
金
の
茶

室
」
を
作
り
名
護
屋
城
博
物

館
の
常
設
し
て
い
ま
す
。
名

護
屋
城
の
直
ぐ
隣
で
あ
り
、

天
守
台
に
登
城
す
る
に
も
大

変
都
合
が
よ
く
観
光
客
に
も

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
四
三
〇

年
前
に
兵
士
の
ス
ト
レ
ス
解

消
の
為
に
開
催
さ
れ
た
「
大

綱
引
き
」
が
今
、「
呼
子
の
大

綱
引
き
」
と
な
り
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
佐

賀
県
及
び
唐
津
市
で
は
こ
の

歴
史
遺
産
を
有
効
に
生
か
し

｢

は
じ
ま
り
の
名
護
屋
城｣

と

称
し
て
、「
名
護
屋
城
大
茶
会
」

や
「
名
護
屋
城
薪
能
」
を
催

し
、
こ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
戴
く
事
業
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か「
兵

ど
も
の
夢
の
あ
と
」
を
一
度

登
城
し
て
ご
体
験
下
さ
い
。

太閤秀吉

新
宿
支
部
長
か
ら
表
彰
状

と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
、

集
合
写
真
も
撮
影
出
来
て
素

敵
な
第
二
十
一
回
善
行
会
杯

大
会
に
な
り
ま
し
た
。

︻
優
勝
チ
ー
ム　

小
一
は

四
ツ
六
Ｓ
Ｃ
（
二
年
連
続
）・

小
二
は
Ｆ
Ｃ
早
稲
田
︼

十
一
月
か
ら
は
善
行
会
杯
・

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
新
人
戦
大

会
が
始
ま
り
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

支
部
長
の
挨
拶
、
警
察
官
の

方
に
も
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま

し
た
。
の
ぼ
り
旗
は
、
交
通

安
全
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
善
行
会
は
「
善

は
愛
か
ら
勇
気
か
ら
」
と
書

か
れ
た
の
ぼ
り
旗
も
あ
り
ま

す
。
六
ｍ
の
横
断
幕
は
交
差

点
の
脇
に
一
段
高
く
、
縁
石

で
整
備
さ
れ
た
休
息
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
座
っ
て
横
断
幕

を
広
げ
交
通
安
全
を
訴
え
る

人
、
様
々
な
形
で
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
爽
や

か
な
秋
風
を
裸
に
感
じ
な
が

ら
の
約
三
十
分
の
交
通
安
全

運
動
で
し
た
。

【京
都
府
支
部
】

秋
季
善
行
表
彰

　
　
　
　
伝
達
式
の
開
催

十
二
月
十
日
（
土
）、
か
ら

す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
二
十
五
名
（
内
受

賞
者
六
名
）
が
出
席
、
寺
村

支
部
長
よ
り
受
賞
者
へ
表
彰

状
及
び
善
行
章
が
伝
達
さ

れ
、
全
員
で
記
念
写
真
の
後
、

交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
熊
本
県
宇
土
支
部
】

秋
季
善
行
表
彰

　
　
　
　
伝
達
式
を
開
催

十
二
月
に
、
西
山
県
議

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）、
藤
井
市
議

会
議
長
、
太
田
教
育
長
を
来

賓
に
迎
え
、
出
席
善
行
表
彰

受
賞
者
五
名
に
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

元
松
茂
樹
市
長
か
ら
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
「
多
年
に
わ
た
り
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く

り
」
を
地
道
に
活
動
さ
れ
た

受
賞
者
へ
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

と
熊
本
地
震
で
倒
壊
を
免
れ

た
庁
舎
が
来
年
に
完
成
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん

と
共
に
進
め
て
行
き
た
い
と

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

伝
達
式
終
了
後
は
、
宇
城
警

察
署
の
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
そ
の

電
話
大
丈
夫
﹃
だ
ま
さ
れ
な
い

で　

よ
く
あ
る
こ
ん
な
手
口
﹄

と
題
し
て
特
殊
詐
欺
啓
発
の

講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
沖
縄
県
支
部
】

令
和
四
年
度
善
行
表
彰

　
　
受
賞
者
伝
達
式
の
開
催

沖
縄
県
支
部
で
は
、
令
和
四
年

十
二
月
二
日
（
金
）
午
後
二
時
か

ら
、
琉
球
新
報
一
階
ロ
ビ
ー
に
於

い
て
、
令
和
四
年
度
春
季
・
秋
季
・

特
別
善
行
表
彰
合
同
の
伝
達
式

を
、
執
り
行
い
ま
し
た
。

表
彰
へ
の
謝
意

　　
　
東
京
都
三
鷹
市

　
坂
本
ロ
ビ
ン

こ
の
度
は
、
令
和
四
年
度

春
季
善
行
表
彰
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
三
鷹
市
で
は
真

剣
に
多
様
性
に
富
む
街
づ
く
り

に
取
組
ん
で
お
り
、
日
本
に
移

住
し
た
私
に
も
貢
献
の
機
会

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、「
み
た
か
国
際

化
円
卓
会
議
」
で
す
。
国
際

化
に
関
す
る
様
々
な
問
題
と

そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
国
境

を
超
え
て
話
し
合
い
、
市
の

政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た

め
に
平
成
十
一
年
五
月
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
そ

の
会
議
の
座
長
を
務
め
て
お

り
、
三
鷹
市
長
と
と
も
に
円

卓
会
議
の
委
員
と
活
発
な
議

論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
三
鷹
国
際

交
流
協
会
」
で
す
。
設
立
は

一
九
八
九
年
十
一
月
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
国
際
交
流
活

動
を
通
じ
て
国
際
化
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

す
。
現
在
、
副
理
事
長
を
務

め
て
お
り
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
会
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様

と
共
に
更
に
誰
も
が
住
み
や

す
い
三
鷹
市
に
な
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。


